ケースカンファ記録（　4月分）
	
	A.O.M

	
	


日　時　平成　23　年　4　月　27　日　（水）16：30～17：00

場　所　2階会議室

出席者　田名部Ｄｒ.　本川（外来）　　山田（外来ＰＳＷ）　　横浜　　畑中（五福）

書　記　畑中　

【会議内容】　田名部Ｄｒ.担当の利用者様のケース検討をおこなった。

	利用者氏名　　田中　静子様　　　　性別　　女　　　　　　年齢　52　歳

	病名　統合失調症
	訪問利用開始日　Ｈ19年1.5再開

	＜生活・病歴＞五戸町にて同胞3名の第2子として出生。母親は、「小5の時に事故で死んだ」という。Ｓ53年短大卒業後保育士として就労した。Ｓ.61年に結婚し2子を設ける。その後6～7年間埼玉で暮らしていたが、Ｈ10年、夫の仕事が上手くいかなくなったこともあり帰郷し、家族で本人の父親と同居する。夫は飲食店を経営していたが、Ｈ12年6月28日突然行方不明となったことを機に、不眠・幻聴・奇異行動出現し青南病院1回目（H12.7.5～H12.8.1）2回目（H12.913～H12.10.2）入院となる。平成13年1月離婚成立。同年2月には見知らぬ男性とドライブしたり車を貸したり外泊するなどの行動や「生活できない」「子供を児童相談所に預けたい」と訴え、また子供自身に対しても「施設にいれる」と迫ったり、首を絞めようとしたりすることもあり3回目（H13.2.26～H13.3.13）の入院となる。退院後通院・服薬も不規則であり、家事もせず臥床がちの生活を送っていた。子供たちにも「一緒に死んでやる」などと話すことがあった。H13年6月京都にいた妹が癌で急逝したことで、6月15日八太郎大橋から飛び降り自殺を図り、4回目（H13.6.15～H13.7.14）の入院。

退院後、実父と2人の息子と同居していたが、外来で知り合った男性と交際が始まり、家財道具一式その男性宅（八戸市）に運んだが、男性に交際むしていた別の女性がいたということで、五戸町の実家に戻る。また離婚後に交際していた別の男性からは「結婚詐欺で訴える」などと言われ不安言動出現、複数の信販会社からの請求書（合計90万）が届いたりするなどしていた中で、H13.9.7突然自宅から行方不明となるが、八戸に向かって歩いていたところを保護され、5回目（Ｈ13.9.7～H14.3.2）の入院となる。退院後より、月1回の受診と週1回の訪問看護開始となる。その後H16年に入ってからは、不登校の次男に関しての相談が多いが、まとまりなく話しをする。父親との関係も悪く、アパートに父親が怒鳴り込んでくると訴えたりしていた。H18年5月頃より訪問看護婦の対応が悪いなどの不満を病院・役場に電話してきたり、訪問日に留守にすめなどしていた。独語・「神が・・」などの意味不明発言・素足で警察に行く・ビニール紐で首を絞めるなどの不穏状態みられ、家族対応困難ということで、H18.6.18、父親・次男（高2）同伴で時間外受診しそのまま6回目の入院（H18.6.18～H18.8.31）となる。退院後から服薬も不規則であり症状不安定となっていた。食事も摂らず呼名にも反応せず、統合失調症の緊張性昏迷状態と診断され医療保護入院となる。7回目（H18.9.25～H19.1.5）

H21.7.13　父親がクモ膜下出血で死亡。兄夫婦が実家（本人アパートから20ｍくらいの距離）に住んでいる。遺産相続の問題については、話すことはなくなつた。次男は八戸でラーメン店に勤めているが、彼女が妊娠したということで結婚をすることとなり、それについても不満である。元夫は、埼玉県にいてうつ病で生活保護を受けているという。時々元妻の田中様にお金を無心してくる。本人も一緒に住みたいなどと電話をしている。

　受診は4週1回　　訪問看護　週1回（火）　ヘルパー援助　週2回（火・金120分）

	＜問題点＞

＃1希死念慮・自殺企図がある。

　　「なんにもできなくなったから死にたい」という発言が多く聞かれている。

　　2/25（金）と3/2（火）に知人の男性（ナカタ氏）に自分から依頼して三沢・青森のホテルに行って「首を絞めて殺してほしい」と頼んで絞めてもらったと話している。「これから先のことを考えれば、死ぬしかないと思って・・」という。

＃2　人間関係が、上手く構築できない（家族や周囲の人間に対しての不信感と過度の依存を持っている）。

　　・離婚した元夫は、埼玉県在住。「うつ病になって生活保護を受けている」。時々、お金を無心してくる。「私がお金を出してあげないと、傍にいる長男にお金を借りようとするから」「旦那が一緒に住もうって言ってくれた」（4/26）

　　・八戸にいる次男の結婚話がでた頃より、希死的発言が多くなっている。次男は、交際していた女性が妊娠したこともあり結婚したいと相談していた。次男が女性を伴って来た時に、「息子に説教してもらおうと」知人男性（トヨカワ氏）に頼んで会ってもらった。「（次男に）10万円貸している。すぐ返してもらわないとならない」

・実家は、アパートから20メートルほどの距離にあり、父親死亡後は兄家族が住んでいるが、殆ど交流はない様子である。兄は、南部バスに勤務しているという。兄が全て遺産相続することに不満を持っているが、自分が相続することで生保や年金受給ができなくなるのではという不安もある。最近は相続話題はなくなっている。

・「ヘルパーさんがストレスだ」町役場にクレーム電話を頻回に掛けている。

	＜今後の対策＞

· 服薬が確実になされているか確認する。

①ジプレキサ（10）　1Ｔ　　ジプレキサ（5）1Ｔ　フル二トラゼパム（2）1Ｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1×ＶｄＳ

· 自殺念慮的言動は受け止める（受容と共感的関わり）

· 田中様が自分自身や状況に対する肯定的とらえ方ができるよう援助する。

· 不安の軽減やストレス対処法を一緒に検討する。

· 将来の生活についても、建設的に話し合う。

· 五戸町保健師・ヘルパーステーション（三沢市　ぴあ）との連携

· 家族との関係改善援助　　兄夫婦　　長男　　次男　　　叔母（父親の妹）　従姉


＜検　討＞

· 訪問担当（畑中）；田中静子様は2月頃から次男様の結婚話があってから、自殺念慮発言が多くなり症状が再燃していた。実際2回知り合い男性に依頼して首を絞めて殺してもらおうとするなど自殺企図も出現してきている。対応に苦慮しているのが現状である。かかわり方をご指導いただきたい。

· 主治医（田名部Ｄｒ.）；父親が亡くなってから遺産相続に対しての不満を述べているが、本人は年金・生活保護受給の方を選択したのであるから、お金のこと（遺産相続）は諦めてもらうこととなる。また、それら受給したお金は、自分のことのためにのみ使ってもらう。日中の活動の場がない為、「床屋」に行くのだろうが、それがストレスにもなっている。

· ＰＳＷ（山田）；五戸町にある三戸郡生活支援センターの利用を勧めたことがあるが、本人の拒否があった。デイケアへの通所は、バスに乗れないから行けないと話している。

· 訪問担当（畑中）；ヘルパーに対しての不満・不信感を述べている。田中様に実際に判断してもらったり行動していただくような援助をしているというが、ご本人はそれがストレスになっているという。症状がよくなくなると、食事仕度もできなくなるので、現状ではヘルパー援助は必要と思われる。

· 主治医（田名部Ｄｒ.）；本人に食事を作る目標、達成できる目標を持たせることが大事である。本人は交際範囲の狭い中での人間関係からイライラしているのであるから、逆にヘルパー援助を受理させることがよい。もちろんヘルパーさんにも、本人の性格や特性をわかってもらい援助してもらうこと。援助の基本姿勢としては、受容と共感的関わりでよい。

